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第９回　パスコア（イースター）

彦根の皆さんこんにちは！イウカです。
時間が経つのは早いものですね。私が彦根に来てから、
もう１年が過ぎました！！ 新しい生活への不安な気持ち、
そしてそれを超える彦根での生活への期待。そんな入り混
じった気持ちを抱いて彦根駅を降りたのが、まるで昨日の
ように思えてきます。
私は、来年４月まで引き続き市の国際交流課に勤務する
ことになりました。どうぞよろしくお願いします。

さて、長く寒い冬がようやく終わり、
新たな生命の息吹が聞こえる春がやって
来ました。今年は暖冬だったそうですが、
温かいところで育った私には彦根の冬は
とても厳しく感じられたので、春の訪れ
が何よりもうれしいです。

◆キリスト教最大のお祭り、復活祭

日本の４月は、お花見の季節ですね。一方、ブラジルや
西洋の国々では復活祭（イースター）の季節です。イース
ターはキリストの復活を祝うキリスト教最大のお祭りで、
ポルトガル語では Páscoa

パ ス コ ア

といいます。今回はこのパスコ
アのさまざまな習慣を紹介したいと思います。
イースターは本来はキリスト教とは関係ない他の宗教の
お祭りで、自然の再生をお祝いするお祭りでした。それが
キリスト教の受容に伴い、ユダヤ教のパッサヴァというお
祭りとしだいに融合し、復活祭になったと考えられている
そうです。
このパスコア＝イースターは、春分の日の後、初めての
満月の次の日曜日（ややこしいですね！）に行われます。
だから、毎年同じ日に行われるわけではありません。今
年のように３月下旬のこともありますし、４月中旬のこ
ともあるのです。

◆子どもが復活祭を好きなわけ

さて、パスコアには子ども時代の楽しくてなつかしい
思い出がいっぱいあります。学校や幼稚園では、パスコア
が近づくとパーティをします。先生が楽しいお話をしてく
ださったり、仮装の準備をしたり、う
さぎの絵を描いたり、歌を歌ったり…。
パスコア当日の日曜日の楽しみは、
うさぎが家のあちらこちらに隠した
（ことになっている）卵の形をしたチ
ョコレートやおもちゃを探すイースタ

ー・エッグ・ハントというゲームでした（もちろん、実際
に隠したのはお母さんなのですが）。とてもたくさんのチ
ョコレートが見つかるんですよ。このゲーム以外にも、卵
やうさぎをかたどったチョコレートをもらうので、パスコ
アの後は10日以上もチョコレートの食べ放題。こんなこと
は一年中でパスコアのときしかありません。そんなわけで、
子どもにとってはとてもうれしい季節でした。
うさぎとイースター・エッグにはあまりにも密接な関係
があるので、私などは、今から思うと笑ってしまいますが、
10歳を過ぎるころまで「うさぎは卵から生まれるもの」と
思い込んでいたほどです。

◆子どもだけのお祭りではありません

もちろん、宗教的な意味を別にしても、パスコアは子ど
もたちのためにだけあるのではありません。恋人たちはチ
ョコレート・エッグを交換し、大人たちは長めの休暇を取
り、その間に旅行することもあります。
日本では、聖バレンタイ
ン・デーにいちばんチョコ
レートが売れるようです
が、ブラジルでチョコレー
トがたくさん消費されるの
は何と言ってもパスコアの
季節です。
最近は、日本でもイース
ター・エッグを買うことが
できます。右の写真に写っ
ているのは、今年彦根で買
ったものです。

小さな子どもをお持ちの皆さん、ご家庭でイースター・
エッグ・ハントをして、パスコアの雰囲気を味わってみて
はいかがでしょうか？

Feliz
フェリス

Páscoa
パ ス コ ア

!!（楽しいイースターを＝イースターのあい
さつ）

ポルトガル語・最初の一歩

ポルトガル語では日本語の「いただきます」や
「おあがりなさい」にあたる表現はありませんが、
食事の前にお互いに“Bom

ボ ン

Apetite
ア ペ チ テ

”と言います。
おいしいは Gostoso

ゴ ス ト ー ゾ

! または Delicioso
デ リ シ オ ー ゾ

! と言いま
す。料理がおいしいと思ったらこう言ってみてくだ
さい。ごちそうしてくれた人や、料理を作ってくれ
た人はとても喜んでくれますよ！！

それでは皆さん、Tchau
チャウ

, até
アテ

o
オ

mês
メス

que
ケ

vem
ベン

! （さよな
ら、また来月）

（彦根市国際交流員　上
じょう

甲
こう

イウカ）

６
０
０
g
も
あ
る
大
き
な
イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
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次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室
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自
転
車
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
気
軽
な
乗
り
物
で
す
。

子
ど
も
や
体
力
に
自
信
の
な
い
人
で
も
、
意
外
に
遠
い
距

離
を
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
ち
ょ
っ
と
視
線

を
左
右
に
振
る
だ
け
で
、
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
も
の
が

見
え
て
き
て
、
飽
き
ま
せ
ん
。
風
を
受
け
て
走
る
の
は
、

ほ
か
に
な
い
気
持
ち
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
自
転
車
の
特
性
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
し

よ
う
と
、「
彦
根
市
エ
コ
２

自
転
車
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

で
い
ろ
ん
な
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
３
月
24
日
に
は
、
よ

り
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、「
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
は
、
彦
根
城
の

周
り
や
古
い
街
並
み
、
芹
川
沿
い
を
参
加
者
み
ん
な
が
走

り
ま
し
た
。
彦
根
の
ま
ち
は
、
次
々
と
見
ど
こ
ろ
が
現
れ

て
、
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
っ
て
い
ま
す
。
終
わ
っ
た

後
の
参
加
者
の
意
見
も
、「
城
下
町
の
名
残
の
ク
ラ
ン
ク

の
多
い
の
道
が
面
白
い
」「
花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街
な

ど
、
古
い
道
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、

な
か
な
か
の
評
判
で
し
た
。

現
在
、
市
内
の
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
」
を
作
成

中
で
す
。
す
ば
ら
し
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
が
で
き

て
、
自
転
車
を
使
う
人
が
増
え
る
の
は
、
彦
根
の
ま
ち
や

住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
、
き
っ
と
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

﹁
自
転
車
で
走
る
と
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
﹂

彦
根
市
エ
コ
２
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
自
転
車
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　
竹
内
洋ひ

ろ

行ゆ
き

さ
ん
（
西
沼
波
町
）

左から２台目は「リカ

ンベント」という型の

自転車。寝そべって乗

るので、風の抵抗を受

けません▼

竹内さん▲

伊藤さん

▲

▲研修会のようす

３
月
23
日
、
市
民
会
館
で
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
バ
ン

ク
研
修
会
」
が
開
か
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。「
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
バ
ン
ク
」
と
い
う
組
織
は
、
希
望
す
る
人
が
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
い
て
、
先
方
の
必
要
に
応
じ
て
外

国
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
制
度
で
す
。
研
修
会

で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
側
と
受
け
入
れ
る
側
、
両
方
か

ら
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
滋
賀
大
に
留
学
し
て
い
る

人
が
、
家
族
で
近
く
に
お
住
ま
い
で
し
た
。
近
所
づ
き
あ
い

を
す
る
う
ち
に
親
し
く
な
り
、
お
国
の
習
慣
や
家
族
制
度
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
外
国
の
方
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を
知
り
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

と
は
い
え
、
言
葉
も
習
慣
も
違
う
外
国
の
方
を
自
宅
に
迎

え
る
の
は
初
め
て
で
、
ど
う
し
て
も
不
安
が
先
立
ち
ま
す
。

そ
ん
な
気
持
ち
も
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
研
修
会
で
「
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
は
、
お
客
様
と
し
て
迎
え
る
の
で
は
な
く
、『
家

族
が
一
人
増
え
る
だ
け
』
と
い
う
気
持
ち
で
、
い
つ
も
の
生

活
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
す
」
と
い
う
お
話
を
聞
い
て
、
少
し

安
心
し
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
さ
っ
そ
く
ミ
シ
ガ
ン
州
の
学
生
さ
ん
を
受
け

入
れ
る
予
定
で
す
。
３
泊
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
方
が
来
ら
れ
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

﹁
ホ
ー
ム
ス
テ
イ-

お
客
様
で
は
な
く
、
家
族
の
一
員
と
し
て
﹂

伊
藤
洋よ

う

子こ

さ
ん
（
栄
町
二
丁
目
）
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「旧
きゅう

彦
ひこ

根
ね

藩
はん

松
まつ

原
ばら

下
しも

屋
や

敷
しき

（お浜
はま

御
ご

殿
てん

）庭
てい

園
えん

」（松原
町）が、３月19日に国の名勝に指定されました。
この庭園は、文化７年（1810）に彦根藩第11代藩
主井

い

伊
い

直
なお

中
なか

によって造営されたと考えられています。
いわゆる「汐

しお

入
いり

式
しき

（注）」の池を中心に、びわ湖の水
や山の自然をじゅうぶんに観察し、活用した高い造
園技術を今日に伝える、江戸時代を代表する大名庭
園としてたいへん貴重なものです。

（注）汐入式…海の水位と連動して池水面が上下すること
によって、渚

なぎさ

の景色が変化するよう意図さ
れた手法

問い合わせ先 教育委員会文化財課☎26-5833

国の名勝に指定されました

旧彦根藩松原下屋敷（お浜御殿）庭園

永
住
者
等
に
か
か
る

戦
没
者
遺
族
等
へ
弔
慰
金
、
見
舞
金
を
支
給
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合
は
、
そ
の
軽
自
動
車
等
で
の

減
免
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

「
現
況
報
告
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
。
新
た
に
所
有
す
る

軽
自
動
車
等
で
減
免
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
①
の
方
法

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
減
免
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
自
動
車
等
は
、
普
通

自
動
車
を
含
め
て
１
人
の
身

体
・
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
１

台
の
み
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
０
３

番

囲
、
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い

て
は
、
納
税
通
知
書
の
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
前
年
度
（
平
成
13
年
度
）
に

減
免
の
手
続
き
を
し
た
人

は
、
３
月
末
ご
ろ
に
送
付
さ

れ
た
「
減
免
を
受
け
た
軽
自

動
車
等
に
対
す
る
現
況
報
告

書
」
を

税
務
課
へ
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
も
っ

て
手
続
き
が
な
さ
れ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

た
だ
し
、
現
況
報
告
書
送
付

の
時
点
で
名
義
変
更
や
廃
車
な

ど
に
よ
り
前
年
度
対
象
の
軽
自

動
車
等
を
所
有
し
て
い
な
い
場

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障

害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等

に
か
か
る
軽
自
動
車
税
に
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
税
が
免
除

さ
れ
る
制
度
（
減
免
）
が
あ
り

ま
す
。

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

①
５
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
納

税
通
知
書
を
持
っ
て
、
５
月

24
日
㈮
ま
で
に

税
務
課

（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は
稲
枝
支

所
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
減
免
を
受
け
ら
れ
る
人

の
条
件
や
軽
自
動
車
等
の
範

⑴
昭
和
16
年
12
月
８
日
〜
平
成
13
年
３

月
31
日
の
間
に
死
亡
し
た
人
の
遺
族

⑵
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人

⑶
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人
の

遺
族

支
給
内
容

⑴
・
⑶

弔
慰
金
２
６
０
万
円

⑵

見
舞
金
等
４
０
０
万
円

請
求
期
限

平
成
16
年
３
月
31
日

※
日
韓
協
定
公
布
（
昭
和
40
年
12
月
18

日
）
ま
で
に
本
邦
に
入
国
し
た
人
や
、

不
明
な
点
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎
◯　 23　

９
５
９
０
番
、

健
康
福
祉
政
策
課

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
５
１
４
番

日
か
ら
同
27
年
４
月
28
日
の
間
に

日
本
で
出
生
し
、
そ
の
後
引
き
続

き
日
本
に
在
留
し
て
い
る
人

②
日
本
で
出
生
し
、
そ
の
後
引
き
続
き

日
本
に
在
留
す
る
平
和
条
約
国
籍
離

脱
者
の
子
孫

③
帰
化
に
よ
り
日
本
国
籍
を
取
得
し
、

引
き
続
き
日
本
の
国
籍
を
有
し
て
い

る
人
で
、
帰
化
し
な
か
っ
た
と
し
た

ら
①
②
に
該
当
し
た
と
思
わ
れ
る
人

◆
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
で
、
昭
和
12
年

７
月
７
日
以
降
の
公
務
傷
病
に
よ
り
、

「
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
」
等
で
あ

る
旧
軍
人
軍
属
戦
没
者
遺
族
等
に
対

し
、人
道
的
精
神
に
基
づ
い
て
弔
慰
金
、

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

①
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
＝
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
伴

い
日
本
国
籍
を
離
脱
し
た
人
で
、

（ア）
昭
和
20
年
９
月
２
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
日
本
に
在
留
し
て
い
る
人

（イ）
実
の
父
ま
た
は
母
が
右
の
（ア）
に
該

当
す
る
人
で
、
昭
和
20
年
９
月
３

昨
年
刊
行
の
﹃
彦
根

明
治
の
古

地
図

一
﹄
に
続
き
、﹃
彦
根

明
治

の
古
地
図

二
﹄を
４
月
20
日
㈯
か
ら

発
売
し
ま
す
。﹃
彦
根

明
治
の
古
地

図
二
﹄
に
は
、
旧
河
瀬
村
・
旧
日
夏

村
・
旧
磯
田
村
・
旧
南
青
柳
村
・
旧

福
満
村
・
旧
高
宮
村
・
旧
千
本
村
の

各
字
に
関
す
る
66
点
の
古
地
図
を
カ

ラ
ー
で
収
録
し
て
い
ま
す
。

◆
本
の
体
裁

Ａ
４
判
縦
型
１
６
７
ペ
ー
ジ

◆
頒
布
価
格

２
、０
０
０
円
（
税
込
）

次
の
と
こ
ろ
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

書
　
　
店

太
田
書
店
（
銀
座
町
）
／
ブ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
（
銀
座
町
）
／
堀
田
書
店
（
本

町
一
丁
目
）
／
天て

ん

晨し
ん

堂ど
う

本
部
（
長
曽
根
南
町
）
／
ビ
バ
シ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
（
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
内
）
／
誠
文
堂
書
店
（
佐
和
町
）
／
ヨ
シ
ダ
書
店

（
京
町
三
丁
目
）
／
藤
田
書
店
（
大
東
町
）
／
平
和
書
店
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦

根
内
）
／
ブ
ッ
ク
ス
・
Ｋ
（
大
東
町
）
／
Ｃ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
フ
ジ
ノ
（
平
田

町
）
／
北
川
書
店
（
高
宮
町
）
／
ぶ
っ
く
ハ
ウ
ス
北
川
河
瀬
店
（
南
川
瀬

町
）
／
脇
坂
書
店
（
稲
部
町
）
／
藤
村
書
店
（
田
原
町
）

市
役
所
の
窓
口

市
役
所
１
階
受
付
／
支
所
・
各
出
張
所
／
市
史
編
さ
ん
室
（
市
民
会
館

２
階
）

※
な
お
、﹃
新
修
彦
根
市
史

第
六
巻

史
料
編

近
世

一
﹄
は
、
５
月

下
旬
に
発
売
の
予
定
で
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室
☎
◯　27　
３
５
４
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
３
５
５
４
番

身体障害者等の 
軽自動車税減免手続き 



7 広報ひこね　平成14年４月15日

募　集
情
報
誌
﹃
げ
ん
げ
ん
キ
ッ
ズ
﹄

編
集
委
員

〈『
げ
ん
げ
ん
キ
ッ
ズ
』
っ
て
何
？
〉

彦
根
子
ど
も
情
報
局
協
議
会
が
発
行

す
る
、
み
ん
な
で
楽
し
む
遊
び
と
学

び
の
情
報
誌
で
す
。
完
全
学
校
週
５

日
制
と
い
う
新
し
い
環
境
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
を
目
指
し
て
、「
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
い
体
験
活
動
の
機
会

を
！
」「
親
子
で
行
け
る
イ
ベ
ン
ト

は
な
い
か
な
？
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
や
っ
て
み
た
い
人
に
、
必
要
な
情

報
を
提
供
し
よ
う
」
…
こ
う
し
た
地

域
の
声
や
情
報
を
満
載
し
た
情
報
誌

に
な
る
よ
う
、
熱
意
の
あ
る
人
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
〈
編
集
委
員

の
活
動
内
容
〉誌
面
の
企
画
、
内
容

検
討
、
情
報
収
集
、
資
料
整
理
、
編

集
な
ど
〈
応
募
資
格
〉中
学
校
卒
業

以
上
の
人
で
、
子
ど
も
情
報
局
に
興

味
の
あ
る
人
〈
定
員
〉10
人
〈
活

動
〉毎
月
５
〜
６
回
（
主
に
平
日
）
の

編
集
会
議
な
ど
〈
申
込
期
限
〉５
月

10
日
㈮

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ

せ
先
〉は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
応
募
の
動
機
（
誌
面
で
子
ど

も
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
を
伝
え
た
い

か
、
ど
ん
な
情
報
誌
を
作
り
た
い
か

な
ど
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
）
を

書
い
て

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
〒
５
２
２-

０
０
０
１
　
尾
末
町
１-

38
）

☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　 23　
９

１
９
０
番
へ

市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
活
動
の
内
容
〉７
月
に
開
院
す
る
新

し
い
市
立
病
院
（
八
坂
町
）
で
、
院
内

の
案
内
、
外
来
の
受
診
手
続
き
案
内
、

車
い
す
の
介
助
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
　
※
活
動
の
時
間
や
内
容

は
、
応
募
者
の
希
望
に
応
じ
て
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〈
応
募
期

間
〉４
月
15
日
㈪
〜
５
月
15
日
㈬

※

こ
の
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
〈
応

募
方
法
〉は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
書
い
て
「
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
要
項
」
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
の
提
出
後
、
簡
単
な
面
接

を
行
い
、
採
否
を
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
採
用
者
に
は
６

月
中
に
事
前
研
修
を
実
施
し
ま
す

〈
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
〉市
立

病
院
事
務
局
総
務
課
（
〒
５
２
２-

８
５

３
９
）
☎
◯　22　
６
０
５
０
番
内
線
３
５

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
０
７
５
４
番

青
年
海
外
協
力
隊
員

〈
派
遣
期
間
〉平
成
14
年
12
月
・
同
15

年
４
月
・
同
７
月
か
ら
原
則
と
し
て

２
年
間
〈
資
格
〉20
歳
〜
39
歳
の
日

本
国
籍
を
持
つ
人
〈
募
集
規
模
〉約

１
４
０
職
種
、
８
０
０
人
〈
応
募
期

限
〉５
月
20
日
㈪

〈
選
考
試
験
〉一

次
（
筆
記
と
書
類
）
＝
６
月
９
日
㈰
、

二
次
（
面
接
と
健
康
診
断
）
＝
７
月

中
〜
下
旬
〈
訓

練
〉合
格
者
は
、

約
80
日
間
の
国
内

合
宿
訓
練
を
経
て

各
派
遣
国
へ
出
発

〈
募
集
説
明
会
〉①

４
月
16
日
㈫
午
後

６
時
30
分
〜
（
彦

根
勤
労
福
祉
会
館
（
大
東
町
））
②
４

月
23
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜
（
ピ
ア

ザ
淡
海

お

う

み

（
大
津
市
））
③
５
月
10
日
㈮

午
後
６
時
30
分
〜
（
ク
サ
ツ
エ
ス
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
（
草
津
市
））
〈
問
い
合

わ
せ
先
〉国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

ジ

ャ

イ

Ａカ

）
大
阪
国
際
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
２

６
◯41
６
９
０
０
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.jica.go.jp/Index-j.htm

l

「ふたりのビッグショー」（２月12日・ひこね市文化プラザで収録）が
次のように放映されます。どうぞご覧ください。

4月19日㈮ 20:00〜〈NHK総合テレビ〉（再放送）22日㈪ 16:15〜　
あおい輝彦、香西かおりのゲスト２人だけでなく、地元彦根市民が多
数出演する場面もあります。お見逃しなく！
問い合わせ先 ひこね市文化プラザ☎26-8601

自衛官等採用試験
募集種目 幹部候補生（一般・技術、歯科・薬剤）
対象年齢 一般・技術は20歳以上26歳未満

歯科・薬剤は20歳以上30歳未満
受付期限 ５月10日㈮
１次試験日 ５月25日㈯
問い合わせ先 自衛官彦根募集事務所☎26-0587

滋賀県警察官採用試験

試験区分 男性Ａ-１、同Ａ-２、同Ｂ
女性Ａ-１、同Ａ-２

受験資格 Ａ－１：昭和47年４月２日から同55
年４月１日までに生まれた人で、大
学を卒業した人
Ａ－２：昭和47年４月２日から同56
年４月１日までに生まれた人で、大
学を卒業した人または平成15年３月
31日までに卒業する見込みの人
Ｂ：昭和47年４月２日から同59年４
月１日までに生まれた人

受付期限 ４月26日㈮
１次試験日 ５月11日㈯
採用予定日 Ａ-１およびＢ：10月１日

Ａ-２：平成15年４月１日
問い合わせ先 彦根警察署警務課☎27-0001㈹
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募　集
環
境
配
慮
行
動
モ
ニ
タ
ー

〈
趣
旨
〉彦
根
市
環
境
推
進
市
民
会
議

で
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
、
廃
棄
物

減
量
化
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
環
境
配
慮
行

動
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ

る
環
境
配
慮
行
動
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
〈
応
募
資
格
〉市
内
に
在
住

の
家
族
〈
モ
ニ
タ
ー
期
間
〉６
月
〜

平
成
15
年
３
月
（
10
か
月
間
）
※
こ

れ
よ
り
短
期
間
の
取
組
も
可
〈
申

込
受
付
〉
４
月
17
日
㈬
〜
〈
申
込

方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

彦
根
市
環
境
推
進
市
民
会
議
事
務
局

（

生
活
環
境
課
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
１
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　27　
０

３
９
５
番
へ
。
な
お
、
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
は
５
月
７
日
㈫
か
ら

生
活
環

境
課
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・
各
出
張

所
窓
口
で
の
配
布
も
し
ま
す

ひ
こ
ね
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２

実
行
委
員

〈
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
と
は
〉環
境
と
生
活

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
多
く
の
市
民
が

と
も
に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
市
民
自
ら
が
作
り

あ
げ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
　
〈
応
募
資

格
〉環
境
や
生
活
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
民
、
市
民
団
体
、
事
業
者

〈
募
集
人
数
〉10
人
程
度
〈
募
集
期

間
〉４
月
18
日
㈭
〜
同
24
日
㈬

〈
応

募
方
法
〉
生
活
環
境
課
（
市
役
所
１

階
）
に
備
え
つ
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉同
課
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
１
７
２

番

臨時保育士を募集

市立保育園

採用予定人員 若干人
職務内容 市立保育園（西保育園、

東保育園、ふたば保育園
のいずれか）に勤務し、
保育に従事します。

応募資格 保育士の資格を有する人
受付期間 4月15日㈪～同19日㈮

の8：30～17：15
面 接 日 4月22日㈪
応募・問い合わせ先

児童家庭課
（平田町・福祉保健センター2階）

☎23-9590、FAX26-1768

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤
で
20
歳
以
上
70
歳

未
満
の
人
（
た
だ
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

募
集
人
員

７
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年
齢

・
性
別
・
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。）

※
審
議
会
は
、
こ
の
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
委
員
と

学
識
経
験
者
や
団
体
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員

合
計
15
人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

委
員
の
仕
事

男
女
共
同
参
画
「
ひ
こ
ね
か
が
や
き

プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
や
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

審
議
会

年
２
回
程
度
開
催
の
予
定

※
審
議
会
に
出
席
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
報
酬
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

委
員
の
任
期
　
委
嘱
の
と
き
か
ら
平
成
16
年
３
月
末

日
ま
で

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

応
募
資
格

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
に
つ
い
て
意
欲

の
あ
る
人
（
た
だ
し
、
国
家
公
務
員
や
地
方

公
務
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

募
集
人
員

７
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

地
域
・
年
齢
・
性
別
・
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
選
考
し
ま
す
。）

推
進
員
の
仕
事

年
６
回
程
度
の
会
議
（
事
務

打
ち
合
わ
せ
）
や
男
女
共
同
参
画
推
進
に
か

か
る
知
識
の
習
得
の
た
め
の
講
座
や
研
修
会

に
出
席
し
、市
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

「
ひ
こ
ね
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
や
「
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
彦
根
市
条
例
」
の
普
及

啓
発
（
学
習
会
や
研
修
会
の
企
画
運
営
）
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

推
進
員
の
任
期

委
嘱
の
と
き
か
ら
平
成
16
年

３
月
末
日
ま
で

※
い
ず
れ
も
詳
し
い
こ
と
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
は
、

男
女
参
画
課
（
市

役
所
３
階
）
の
ほ
か
、
市
役
所
１
階
受
付
、
支
所
・
各
出
張
所
、
働
く
婦
人
の
家
に
あ
り
ま
す
。

応
募
期
限

い
ず
れ
も
４
月
25
日
㈭
（
必
着
）

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
や
抱
負
な
ど
を
８
０
０

字
程
度
（
審
議
会
委
員
）、
４
０
０
字
程
度
（
地
域
推
進
員
）
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書
き
添
え
て

男
女
参
画
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
）
☎
◯　22　
１
４

１
１
番
内
線
３
６
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
へ
。
郵
送
で
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
こ
の
４
月
か
ら
﹁
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
彦
根
市
条
例
﹂
を
施
行
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
で
総
合
的
な
施
策
を
調
査
審
議
し
て
い
た
だ
く
彦
根
市
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
﹁
ひ
こ
ね
か
が
や
き
プ
ラ
ン
﹂
や
﹁
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
彦
根
市
条
例
﹂
の
普
及
啓
発
活
動
を
担
っ
て
い
た
だ
く
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
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３日(祝)、４日(休)、５日(祝)、
６日(振)、13日(月)

日・曜日

２日㈭

７日㈫

１日㈬

８日㈬

９日㈭

10日㈮

14日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【５月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
５月前半

※４月から、一部の区域で収集順を変更して
います。収集予定日が３月までと大幅に異
なる場合もありますので、この表で確認く
ださるようお願いします。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後することがありますが、ご了承くだ
さい。

１日㈬

２日㈭

７日㈫

８日㈬

９日㈭

１０日㈮

１３日㈪

１４日㈫

和田、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、野田山、正法寺、
地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
芹、外、里根、幸、野田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松
田団地）
外、安清、里根、原（原町西団地）、西沼波（東部）、戸賀、小泉、
本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目
安清、芹川、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央（第
１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋二
丁目
山之脇、開出今蔵の町団地、八坂東団地、開出今団地（第１・３部）、
城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪
一丁目、中藪二丁目、中藪、西今（松田団地を除く）、八坂北
開出今団地（第１部）、後三条（下）、長曽根南、平田（大沢を除く）、
西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、肥田（西肥田）
後三条（下）、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、
三津屋、肥田（西肥田）
後三条（下）、中央（第２・３部）、平田（大沢を除く）、西今（松田団
地を除く）、宇尾、野瀬、須越、肥田（西肥田）

５月前半

川村省
しょう

一
いち

さん内田 宏
ひろし

新収入役

４月１日
内田新収入役　就任

昭和42年から彦根市役所に勤務、企画
部長、教育委員会事務局教育部長、総務
部長などを歴任。57歳。

３月31日
川村前収入役　退任

平成５年７月から８年９か月にわたり
収入役をつとめられました。

かわりました

市の収入役
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ア
ー
ス
デ
イ
ご
み
拾
い
in
彦
根
城

〈
趣
旨
〉全
国
の
大
学
生
で
組
織
さ
れ
る
団
体
「
環
境
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
」
が
ア
ー
ス
デ
イ
に
ち
な
ん
で
企
画
す
る
全
国

一
斉
ご
み
拾
い
運
動
の
一
環
で
す
〈「
ア
ー
ス
デ
イ
」
っ

て
何
で
し
ょ
う
？
〉美
し
い
地
球
を
守
る
意
識
を
共
有
す

る
た
め
、
４
月
22
日
を
「
ア
ー
ス
デ
イ
」
と
し
て
、
世
界

中
で
地
球
の
た
め
に
行
動
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
１
９
７
０

年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
〈
日
時
〉４
月
21
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
30
分
　
※
雨
天
中
止
〈
場
所
〉彦
根
城

内
お
よ
び
周
辺
（
集
合
・
解
散
場
所
は
大
手
前
公
園
（
旧

近
江
高
校
跡
地
））
〈
内
容
〉城
内
、
内う

ち

濠ぼ
り

周
辺
の
道
路
な
ど

で
ご
み
を
拾
い
ま
す
〈
参
加
費
〉無

料
〈
持
ち
物
〉軍
手
、
タ
オ
ル
　
※

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉ア
ー
ス
デ

イ
ご
み
拾
い
in
彦
根
城
実
行
委
員
会

☎
０
９
０-

５
３
６
１-

５
７
９
３
番

（
藤
居
　
新し

ん

）

く
ら
し
の
情
報
講
座

「
食
の
安
全
を
考
え
る
」

〈
日
時
〉５
月
21
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
〈
場
所
〉県
立

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
の
隣
・
湖
東
合
同
庁
舎
１
階
）

〈
テ
ー
マ
〉食
の
安
全
を
考
え
る
〜
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳

症
）・
遺
伝
子
組
換
食
品
・
食
品
表
示
〜
〈
講
師
〉独
立

行
政
法
人
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
神
戸
セ
ン
タ
ー
職
員

〈
定
員
〉60
人
（
先
着
順
）
〈
受
講
料
〉無
料
〈
申
込
期

限
〉５
月
15
日
㈬
〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
）

を
書
い
て
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
２
２-

０
０
７
１

元
町
４-

１
）
へ
。
☎
◯　27　
２
２
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
０
３

０
番
で
も
受
け
付
け
ま
す

募　集

カンガルーは、お腹
なか

にある大きな袋の中で、幼い子どもを大切に
育てます。
このカンガルーのように、発達途上にある幼児を、保護者の手で
交通事故から守ろうとする組織が『カンガルークラブ』です。各ク
ラブでは、就学前の幼児と保護者が交通安全意識を身につけるため、
自主的な活動を行いますが、市ではその活動を支援し、巡回指導な
どを行っています。
現在、新たに活動するクラブの登録を受け付けています。
対　　象 就学前の幼児と保護者10～30組程度の

グループ
（自治会、子育てサークルなど）

受付期限 ５月１日㈬
申込・問い合わせ先 生活環境課

☎22-1411（内線131）

登録
受付
中「さくらまつり」

200通を超える応募があり、正解者の中
から抽選で30人に図書券をお送りしました。
また、書き添えていただいた「広報ひこね」
についてのご意見やご要望については、今後
の紙面づくりの参考にさせていただきます。
多数のご応募ありがとうございました。

1

8

12

17

20

26

21

23 24 25

22

18 19

13

14 15 16

9 10 11

2

6 7

3 4 5

み な み ひ こ ね や ま 
ず ど っ と ば く 
あ い り す つ と め て 
び ん ご ち き ん ほ 
ど き ち た に ん 

な さ ら ぶ れ っ ど 
す が わ ら の み ち ざ ね 
う ら み ん き い 

て ん び ん や ぐ ら ろ 

︵
問
題
は
３
月
15
日
号
の
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
に
入
会
し
、
歴
史
・
文

化
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

特
典

●
会
員
証
で
常
設
展
・
企
画
展
が
観
覧
で
き

ま
す
。（
賛
助
会
員
は
、
会
員
証
で
10
人

ま
で
観
覧
で
き
ま
す
。）

●
友
の
会
主
催
の
講
演
会
や
見
学
会
に
参
加

で
き
ま
す
。

●
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館
案
内
な
ど
を

お
届
け
し
ま
す
。

会
費
（
い
ず
れ
も
年
額
）

個
人
会
員
　
　
　
　
　
　
　
２
、０
０
０
円

〃
（
高
校
生
）

１
、０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小
・
中
学
生
）

５
０
０
円

賛
助
会
員
　
　
　
　
　
　
　
　
１
口
以
上

（
１
口
１
０
、０
０
０
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事

務
局
☎
◯　22　
６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
６
５
２

０
番

展
示
期
間

５
月
６
日
（
月
・
振
）
ま
で

※
年
に
一
度
の
公
開
で
す
。ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

国宝彦
ひこ

根
ね

屏
びょう

風
ぶ

（部分）
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健康管理だより
市健康管理課

（平田町・福祉保健センター１階）

☎24-0816

FAX24-5870

鍛か

治じ

谷た
に

有あ
り

咲さ

ち
ゃ
ん

︵
後
三
条
町
︶

山

口

遥は
る

陽ひ

ち
ゃ
ん

︵
高
宮
町
︶

植

野

勝か
つ

己き

ち
ゃ
ん

︵
東
沼
波
町
︶

健　診　名 実施日 対　　　　　　象 受付時間 
１４日㈫ 
２１日㈫ 平成１４年　１月生 

８日㈬ 
１５日㈬

平成１３年　７月　１日～１８日生 
　７月１９日～３１日生 

平成１２年１１月　１日～１５日生 
１１月１６日～３０日生 

平成１１年１１月　１日～１４日生 
１１月１５日～３０日生 

平成１０年１１月　１日～１６日生 
１１月１７日～３０日生 

１０日㈮ 
１７日㈮
９日㈭ 
１６日㈭
１３日㈪ 
２０日㈪

13：00 
～ 

　14：00

場　　所　福祉保健センター 

場　　所　南老人福祉センター（稲枝支所の北隣・田原町） 

５ 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査  け ん こ う 相 談  

13：30～ 
14：00

平成１４年　１月生 
（主に亀山・稲枝地区の児） 

13：30～ 
14：00

平成１３年　７月生 
（主に亀山・稲枝地区の児） 

２２日㈬
 

２２日㈬

ハローベビー教室 

●赤ちゃんサロン 
日　　時　5月28日㈫　10：00～11：30 

（受付は9：30～） 
場　　所　福祉保健センター 
対　　象　2・3か月児とその親 
内　　容　子育てに関する情報交換や友達づ
　　　　くりをしましょう 
持 ち 物　母子健康手帳 

す く す く 相 談  

離 乳 中 期 相 談  

※4か月児健診以外、
個人通知はありま
せん。 

※10か月児以上の健
診は、「すくすく手
帳」で健診内容・持
ち物を確認してく
ださい。 

※2歳6か月児健診
では、歯みがき教
室がありますので、
歯ブラシとコップ
をお持ちください。 

※３歳６か月児健診
では、視力検査、検
尿があります。朝
一番の尿をきれい
に洗ったビンなど
に入れてお持ちく
ださい。 

※昨年４月から次のとおり変わっていますので、ご注意ください。 
●１歳６か月児健診は、原則として第２・第３金曜日になりました。 
●２歳６か月児健診は、原則として第２・第３木曜日になりました。 
●２歳６か月児健診では、内科診察がありません。 

ゴールデンウィーク期間中の診療体制 

ストレス度自己チェック表

次の中で、最近１か月のうちで思い当たるものに○をつけてください。 

①　家庭内でいろいろ問題があった。 
②　仕事において、多くの変化があった。 
③　日ごろから楽しみにしている趣味などがない。 
④　いつも実践している運動などがない。 
⑤　気分が沈みがちで、ゆううつである。 
⑥　ささいなことに腹が立ち、イライラする。 
⑦　仕事をやる気がなくなり、疲れやすい。 
⑧　人に会うのがおっくうで、何でもめんどうくさい。 
⑨　前日の疲れが取れず、朝方から体がだるい。 
⑩　寝つきが悪く、夢を見ることが多い。 
⑪　朝、気持ちよく起きられずに、気分が悪い。 
⑫　頭がすっきりせず、頭重感がある。 
⑬　肩こりや背中の痛み、腰痛を感じることがある。 
⑭　食欲がなくなり、しだいに体重が減ってきた。 
⑮　腹が張り、下痢や便秘を交互に繰り返す。 
⑯　眼が疲れたり、めまいや立ちくらみがある。 
⑰　急に息苦しくなったり、胸が痛くなる。 
⑱　手足が冷たく感じたり、汗をかきやすい。 
⑲　よく風邪をひき、直りにくくて長引く。 
⑳　医者の診察を受けたら気のせいだと言われた。 

合　計　　　　　個 
 
　　　　○の数が　５個以下　　…　正常範囲

　　　　　　〃　　　６〜１０個　…　ストレス予備状態
　判定

　　　〃　　１１〜１５個　…　ストレス状態（要注意）

　　　　　　〃　　１６個以上　　…　ストレス病（要治療）

(初台関谷クリニック式)
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健
康情報局

健
康情報局

健
康情報局◆

心
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
で
！

春
は
進
学
や
就
職
な
ど
、
新
し
い

環
境
で
が
ん
ば
り
始
め
る
人
が
多
い

季
節
で
す
ね
。

で
も
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
心
や

体
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
心
が
疲
れ

た
な
と
感
じ
た
ら
、
下
の
表
の
よ
う

な
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

る
こ
と
も
、
う
つ
病
な
ど
ス
ト
レ
ス

病
を
予
防
す
る
た
め
に
有
効
で
す
。

◆
抵
抗
感
を
持
た
ず
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う

も
し
も
、
心
や
体
の
不
調
が
続
く

と
き
は
、
気
軽
に
専
門
機
関
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
心
の
相
談
は

ち
ょ
っ
と
…
」
と
抵
抗
を
感
じ
た
り
、

行
き
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
５
人
に

１
人
は
一
生
の
う
ち
に
一
度
は
う
つ

病
に
か
か
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
ぐ

ら
い
、
心
の
病
気
は
あ
り
ふ
れ
た
も

の
で
す
。

悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
先

▽
専
門
（
精
神
科
・
心
療
内
科
）
の

医
療
機
関

▽
彦
根
保
健
所
☎
◯　22　
１
７
７
０
番

▽
県
立
精
神
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
７-

５
６
７-

５
５
６
０
番

▽

健
康
管
理
課
☎
◯　24　
０
８
１
６

番

※
今
月
の
テ
ー
マ
は
、「
骨
粗
し
ょ

う
症
」
と
予
告
し
て
い
ま
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
変
更
し
ま
し
た
。

▼
来
月
の
テ
ー
マ
は
﹁
た
ば
こ
と
健
康
﹂

水
も
ぬ
る
み
、
代
か
き
や
田
植
え

の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
農

家
の
皆
さ
ん
に
は
、
忙
し
い
時
期
に

な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
農
作
業
に
よ
る
濁
水

が
流
出
す
る
と
、
河
川
や
び
わ
湖
が

汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
濁
水

を
出
す
こ
と
は
、
農
業
に
と
っ
て
大

切
な
土
や
肥
料
を
失
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。

農
作
業
時
に
は
、
次
の
こ
と
を
必

ず
実
践
し
、
濁
水
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
代
か
き
は
浅
水
で
行
い
、
濁
っ
た

水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◆
排
水
口
は
し
っ
か
り
と
止
め
て
、

あ
ぜ
ぬ
り
や
シ
ー
ト
な
ど
で
水
漏

れ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
田
植
え
時
に
濁
っ
た
水
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
か
け
流
し
は
や
め
、
水
を
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎
◯　22　
０

９
７
９
番

〜
美
し
い
び
わ
湖
を

　
　
　
　
　
　
次
代
の
子
ら
へ
〜
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「しだれ桜の長寿を祈ります」と中野さん

表
紙
の
こ
と
ば

中

野

修
し
ゅ
う

吾ご

さ
ん
︵
芹
川
町
︶

井
伊
直な

お

弼す
け

公
お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
る

井
伊
神
社
境
内
の
し
だ
れ
桜
。
満
開
の
花

を
つ
け
た
様
子
は
、
樹
齢
百
数
十
年
の
風

格
が
感
じ
ら
れ
、
実
に
見
事
で
す
。
し
か

し
、
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
、
手
入
れ
す

る
人
も
な
く
、
雑
草
の
中
で
枯
れ
る
寸
前

の
状
態
で
し
た
。「
た
ち
ば
な
会
」
を
始
め

と
す
る
市
民
の
有
志
が
、
樹
医
の
指
導
の

も
と
で
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
た
結
果
、

息
を
吹
き
返
し
た
の
で
す
。

東
山
山さ

ん

麓ろ
く

の
一
帯
は
、
彦
根
の
歴
史
を

ひ
も
と
く
う
え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
由
緒
の
深
い
古
い
社
寺
・
旧き

ゅ
う

蹟せ
き

が
並
び
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
ハ
イ
カ
ー
や
ご
城
下
巡
回
バ
ス

に
よ
る
観
光
客
が
少
し
は
増
え
て
き
た
よ

う
で
、
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
こ

の
一
帯
へ
の
人
々
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と

を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

日　時 4月29日㈷ 10：00～15：00
（雨天でも開催します）

場　所 庄堺公園（開出今町）
テーマ 花と緑のまちづくり

内　容 ①緑の相談コーナー
（盆栽、観葉植物、花、庭木など）
②苗木、花苗の配布
③植木市・花市コーナー
④行政ＰＲコーナー
⑤企業参加コーナー

⑥赤ちゃん誕生記念植樹
⑦市民参加の花壇づくり
（上の写真は、昨年の花壇づくりの一こま）
⑧農業特産物、森林生産物の出展・販売コーナー
⑨市の木「たちばな」の配布
⑩市の花「はなしょうぶ」の配布

第11回 

緑
の
募
金
は
、
か
け
が
え

の
な
い
森
林
を
、
緑
豊
か
な

も
の
と
し
て
未
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
ま
た
、
学
校
や

公
園
な
ど
身
近
な
緑
づ
く
り

を
積
極
的
に
す
す
め
る
た
め

に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
募
金

で
す
。

森
林
の
緑
や
身
近
な
緑
は
、
私
た
ち
に
潤
い

と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
び

わ
湖
の
水
質
を
守
る
大
切
な
役
目
も
果
た
し
て

い
ま
す
。

大
切
な
緑
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
金
運
動
期
間

▽
春:

４
月
１
日
〜
５
月
31
日

▽
秋:

９
月
１
日
〜
10
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
３
３
５
番

外
国
人
配
偶
者
等
の

住
民
票
へ
の
記
載
に
つ
い
て

外
国
人
配
偶
者
等
の
住
民
票
へ
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
請
求

者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
備
考
欄
に
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
家
族
の
人
が
、
住
民
票
の
写
し
を
請
求
す
る

に
あ
た
り
、
記
載
を
希
望
す
る
と
き
は
、
市
民
課
（
市
役
所
１
階

④
番
窓
口
）
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
２
１
番


